
2011年11月25日● 10：00～16：10
科学技術振興機構 JSTホール（東京・市ヶ谷）

大学発のライセンス可能な特許（未公開出願を含む）を発表！

ホームページまたはFaxにてお申し込みください。

Entry Formお申し込み方法（下記申込書またはホームページよりお申し込みください。）

FAX 03-5214-8454 http://jstshingi.jp/sansan/2011/
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科学技術振興機構 産学連携担当　行

ご登録いただいた住所やメールアドレスへ主催者・関係者から、各種ご案内（新技術説明会・展示会・公募情報等）をお送りする場合があります。

□ ダイレクトメールによる案内を希望しない □ Ｅ-mailによる案内を希望しない

FAX：03-5214-8454 ※当日は本紙をご持参ください

中国地域さんさんコンソ 新技術説明会　資源循環活用、省エネ・新エネ、電気、情報、防災　2011年11月25日（金） 申込書

参加希望
（ 印）

希望されない場合は、
チェックをお願いします。

あなたの業種を教えてください。（いずれか１つ）
　①□食品・飲料・酒類 ②□紙・パルプ／繊維  ③□医薬品・化粧品 ④□化学  ⑤□石油・石炭製品／ゴム製品／窯業
　⑥□鉄鋼／非鉄金属／金属製品 ⑦□機械    ⑧□電気機器・精密機器 ⑨□輸送用機器 ⑩□その他製造
　⑪□情報・通信／情報サービス ⑫□建設／不動産 ⑬□運輸 ⑭□農林水産 ⑮□鉱業／電力／ガス／その他エネルギー
　⑯□金融／証券／保険 ⑰□放送／広告／出版／印刷 ⑱□商社／卸／小売 ⑲□サービス ⑳□病院・医療機関

）□㉔ 務法／ルサンコ／転移術技□㉓ 関機究研・育教・校学□㉒ 関機的公／OPN・人法益公／庁公官□㉑　 　　　　　　　　　　　（ 他のそ
あなたの職種を教えてください。（いずれか１つ）
　①□研究・開発（民間企業） ②□経営・管理 ③□企画・マーケティング ④□営業・販売 ⑤□広報・記者・編集
　⑥□生産技術・エンジニアリング ⑦□コンサルタント  ⑧□知財・技術移転（民間企業）  ⑨□研究・開発（学校・公的機関）
　⑩□知財・技術移転（学校・公的機関）  ⑪□学生  ⑫□ ）　　　　                                                           　　　　　　　　（ 他のそ
あなたの来場目的を教えてください。（いくつでも）
　①□技術シーズの探索　　　　②□関連技術の情報収集　　　　③□共同研究開発を想定して
　④□技術導入を想定して　　　⑤□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                         　　　 ）
関心のある技術分野を教えてください。（いくつでも）
　①□化学   ②□機械・ロボット ③□電気・電子 ④□物理・計測 ⑤□農水・バイオ
　⑥□生活・社会・環境 ⑦□金属  ⑧□医療・福祉 ⑨□建築・土木 ⑩□その他（　　　　　                        　　　）

資源循環活用、省エネ・新エネ、電気、情報、防災

http://jstshingi.jp/sansan/2011/ 事前登録制定員100名 参加費無料

金
発明者自身が、企業関係者を対象に実用化を展望した技術説明を行い、広く実施企業・共同研究パートナーを募ります。

主催 

▲

 中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）
 独立行政法人科学技術振興機構

後援 

▲

 岡山大学、鳥取大学、島根大学、広島大学
 山口大学、岡山県立大学、米子工業高等専門学校
 独立行政法人中小企業基盤整備機構
 全国イノベーション推進機関ネットワーク

Access会場のご案内

Contact Usお問い合わせ

東京本部

〒102-8666
東京都千代田区四番町5-3
サイエンスプラザ地下１階　JSTホール
0120-679-005

●東京メトロ有楽町線「麹町駅」（6番出口）より徒歩約5分
●JR「市ヶ谷駅」より徒歩約10分
●都営新宿線、東京メトロ有楽町線・南北線「市ヶ谷駅」
　（2,3番出口）より徒歩約10分
●東京メトロ半蔵門線「半蔵門駅」（5番口）より徒歩約10分
●JR「四ツ谷駅」（麹町口）より徒歩約10分

相談予約
連携・ライセンス
について

中国地域産学官連携コンソーシアム事務局
tel.086－251－7151　fax.086－251－8442

http://sangaku-cons.net
info@sangaku-cons.net

新技術説明会
について

科学技術振興機構 産学連携担当
0120-679-005
scett@jst.go.jp

地下鉄半蔵門駅
5番出口

地下鉄麹町駅
6番出口

地下鉄
四ツ谷駅

地下鉄市ヶ谷駅
２,３番出口

千代田女学園

東郷元帥
記念公園

女子学院
日本テレビ

スクワール麹町

主婦会館
プラザエフ

ドトールコーヒー

上智大学

上智大学
比較文化学部

JR市ヶ谷駅
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靖国通り至東京
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□１ □2 □3 □4 □5 □6 □7 □9□8

8 省エネ・新エネ、電気

9 省エネ・新エネ、電気

15：10～15：40

15：40～16：10

有機ジスルフィドポリマーの合成とリチウム二次電池用正極活物質への応用

省エネシステム実現のためのLED照明用配光設計シミュレータ
米子工業高等専門学校 物質工学科 准教授　谷藤 尚貴

島根大学 総合理工学部 電子制御システム工学科 准教授　山本 真義
閉会挨拶16：10 国立大学法人鳥取大学 産学・地域連携推進機構 知的財産管理運用部門長・教授　佐々木 茂雄

5 防　災

6 情報・防災

13：30～14：00

14：00～14：30

落石衝突のDEMモデルと3次元軌跡シミュレーション

全天周画像のフォーマットと特徴抽出
鳥取大学 大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 教授　西村 　強

鳥取大学 大学院工学研究科 情報エレクトロニクス専攻 教授　李　 仕剛

7 省エネ・新エネ、電気
14：30～15：00 基板埋め込み型高周波導波路を利用した左手系アンテナとミクロ加熱・化学反応器

岡山県立大学 情報工学部 情報通信工学科 准教授　岸原 充佳

休　憩15：05～15：10

中小企業基盤整備機構のインキュベーション事業のご紹介15：00～15：05
中小企業基盤整備機構 インキュベーション事業課 課長代理　大原 隆義

プログラムプログラムプログラム Meeting Schedule

1 省エネ・新エネ、電気

2 資源循環活用

3 資源循環活用

主催者挨拶

中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさんコンソ）事業について

10：00～10：10

10：20～10：50

10：10～10：20

10：50～11：20

11：20～11：50

炭化水素の直接ハロゲン化触媒

ヘテロアレーンを利用した色素増感太陽電池用有機色素の開発

二酸化炭素固定化のための二官能性ポルフィリン金属錯体触媒の開発

国立大学法人岡山大学 理事（教育・研究担当）・副学長　阿部 宏史

岡山大学 異分野融合先端研究コア 助教　仁科 勇太

独立行政法人科学技術振興機構 理事　小原 満穂

広島大学 大学院工学研究院 応用化学専攻 助教　宮碕 栄吾

岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 准教授　依馬 　正

中国地域産学官連携コンソーシアム 事務局長（岡山大学）　渡邊 　裕

4 防　災
11：50～12：20 住民の、住民による、住民のための防災情報システム

山口大学 大学院理工学研究科 環境共生系専攻 教授　三浦 房紀
昼休み

研究成果の実用化に向けて～JSTの産学連携・技術移転支援事業のご紹介～
全国イノベーションネットのご紹介

12：20～13：20
13：20～13：25
13：25～13：30

科学技術振興機構 技術移転総合相談窓口
全国イノベーション推進機関ネットワーク 事業総括　前田 裕子

資源循環活用、省エネ・新エネ、電気、情報、防災
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有機ハロゲン化物は有機合成化学・有機材料化学においてもっとも重要な化合物であるにも関
わらず、その合成法は煩雑である。炭化水素とハロゲンから直接かつ選択的にハロゲン化物を
合成する触媒を開発した。

従来技術・競合技術との比較
従来法ではアルコールを原料として、望みのハロゲン化物を合成している。炭化水素を直接ハ
ロゲン化する我々の手法では、反応工程や副生成物の低減が可能である。

新技術の特徴
・室内用蛍光灯・ＬＥＤなどの微弱な光による反応の加速
・触媒の耐久性を高めるための「第二成分」の添加
・ハロゲン原子の導入数の制御

想定される用途
・医薬品中間体
・有機電子材料中間体
・難燃剤

π共役化合物ヘテロアレーンは平面分子であり適度なエネルギー準位を持つために有機色素
のコンポーネントとして利用可能であると考え、その一つであるベンゾジチオフェンを用いた
色素を合成した。これらを用いた色素増感太陽電池は高い光電変換効率を示した。

従来技術・競合技術との比較
従来の有機系増感色素の多くはトリアリールアミン類をドナー、チオフェン等の単環芳香族化
合物をスペーサーに用いた材料であった。本発明は色素増感太陽電池用有機色素のコンポー
ネントとして新たにヘテロアレーン化合物の利用とその有用性を示すものである。

新技術の特徴
・有機色素の設計自由度の向上
・有機色素の高性能化に有用
・有機色素の様々な位置に導入可能

想定される用途
・色素増感太陽電池
・有機薄膜太陽電池
・電解効果トランジスタ用有機半導体

微小金属柱を設けた誘電体基板に数GHz以上の高周波を伝送させる導波路技術で、左手系伝
送路を実装したコンパクトなアンテナや、基板に設けた溝に流れる液体に高周波を作用させる
ミクロ加熱・化学反応器などの応用が期待される技術。

従来技術・競合技術との比較
プリント基板技術で製作可能なポスト壁導波路を用いて、従来の導波管型の左手系アンテナを
薄型にしている。また、マイクロ波加熱装置についても、従来の導波管型装置を小型かつ連続
加熱可能にすることができる。

新技術の特徴
・プリント基板（ポスト壁導波路）に実装した薄型の左手系漏洩波アンテナ
・ポスト壁導波路内にマイクロ波エネルギーを閉じ込めて照射する構造
・流路を金属柱の隙間に設けた構造

想定される用途
・左手系アンテナ：自動車レーダ、無線LANアンテナ等
・無機、有機、高分子材料などの化学合成装置
・環境分析、医療診断、食品検疫など化学分析装置

本技術は、全天周画像の表現する新しいフォーマットを提案し、また、全天周画像からのエッジ
点検出、勾配算出、正確な直線検出に関する技術を紹介する。

従来技術・競合技術との比較
従来、視野の広い画像を処理する際には、球面画像モデルを介して行っていた。本技術は、離散
球面画像上での画像処理を行う。

新技術の特徴
・全天周画像の表現を簡潔にする
・全天周画像の新しい勾配算出法を提案する
・全天周画像の新しい特徴抽出法を提案する

想定される用途
・全天周カメラを用いた移動レスキューロボットの環境解析
・全天周カメラを用いた車の運転補助
・全天周カメラを用いた監視カメラの環境解析

LED単体光源の配光特性を利用することで、そのLEDを使用したLED照明システムの輝度、
照度特性の算出を計算機シミュレータ上にて可能とした技術である。照明の設置角度や位置も
任意に設定可能である。

従来技術・競合技術との比較
従来は市販されている照明システムに特化した配光設計シミュレータを、各メーカーがそれぞ
れ独自に公開しているに過ぎず、汎用性の高い配光設計シミュレータは見られない。提案技術
はLED照明なら全てに対応可能である。

新技術の特徴
・LEDを用いた照明であれば全てに対応する汎用性の高いシミュレータ
・特別なソフトウェアは必要なく、簡単な表計算ソフトで対応可能
・測定が非常に困難な道路照明等の配光設計がパソコンのみで実現可能

想定される用途
・トンネルを含む国土交通省の規制をクリアする必要がある道路照明
・自動車用LEDランプ（ハイビーム用）
・家庭用LED照明装置

二酸化炭素とエポキシドから環状炭酸エステルを製造するための高活性触媒を開発した。ポル
フィリン金属錯体の2つの官能基（金属中心とその周辺に導入したもう1つの官能基）の協同作
用により優れた触媒活性を示す。0.001 mol % 程度の触媒充填量でも触媒活性を示し、収率
良く目的生成物を与えた。

従来技術・競合技術との比較
従来、環状炭酸エステルは、1,2-ジオールとホスゲンを使って製造されてきた。しかし、猛毒の
ホスゲンを使用し、腐食性の塩化水素ガスを副生するという問題があった。旭化成はいち早く
二酸化炭素を使用する製造法を実用化したが、触媒の種類・構造については未公開である。
我々の触媒は、無溶媒条件下0.001 mol %程度でも活性を示し、触媒回転数（TON）は、
100,000回転に達する。

新技術の特徴
・無溶媒で副生成物を一切伴わない非常にクリーンな反応である
・著しく少ない触媒量（0.001 mol %）でも反応を加速する
・触媒の調製が容易である（4段階）

想定される用途
・二酸化炭素とエポキシドから環状炭酸エステルを製造

地域の安全・安心な生活を実現するために、自治会や自主防災組織が中心となって、地域の防
災・防犯に関わる情報を収集、処理、伝達するネットワークシステムである。

従来技術・競合技術との比較
自治会や自主防災組織といった地域（高齢化も進んでいる）の人々にも易しく情報を収集、処
理、伝達できるインターフェイス、高齢者や身体障害者と言った災害時要援護者の安否確認、避
難誘導などのトータルな情報システムである。

新技術の特徴
・システムの拡張が容易なセンサー、通信、CPU機能を持つ端末から構成される避難誘導技術
・河川などの異常や不審者の挙動を自動的に抽出する画像処理技術
・少ない情報量による輻輳時でも通信を可能にする一斉相互通信技術

想定される用途
・災害時（火災なども含めて）での住民の避難誘導
・災害時における情報の住民・行政・関係機関との共有
・災害時における要援護者の一斉安否確認

凹凸を有する面と衝突を繰り返しながら運動する物体の軌跡を解析する方法を開発した。衝突
前後の速度変化を粘性減衰系と摩擦スライダーを併用したモデルで表現し、その入力係数値
を、実測可能な指標と対比して決定できる手順を具備している。

従来技術・競合技術との比較
平面の摩擦角と物体の入射角の大小という衝突前運動条件に衝突直後の運動が依存すること
を明らかにして、それを表現するモデルを導入していること、入射方向への反射など実現象とし
て不合理な運動を排除する技術を開発・導入している。

新技術の特徴
・3次元シミュレーションソフトを開発済である
・質点のみならず、剛体を用いた解析もできる
・単体のみならず、複数の要素を用いた解析ができる

想定される用途
・落石の運動と防護工への衝撃力算定 
・衝突を伴うスポーツ用品分野
・衝突を伴う機械部品分野

高性能電池材料を指向した正極活物質として期待されるジスルフィドポリマー、コポリマーに
関する合成化学研究を行い、得られたポリマーを正極活物質として導入して作成したリチウム
二次電池の充放電容量が、従来の遷移金属酸化物系活物質の容量を上回る材料であることを
明らかにした。

従来技術・競合技術との比較
従来のジスルフィドの合成にくらべて有機基を自由に選択可能にしたほか、コポリマーの合成
も可能にした。充放電部位のジスルフィド基の環境を調節できる有機基の構造設計も可能な合
成法であり、今後の電池特性を置換基の変更等により改善可能である。

新技術の特徴
・従来のリチウム遷移金属酸化物を上回る充放電容量
・安価な硫黄を活用できる材料
・有機溶媒を使用しないポリマー合成法

想定される用途
・次世代型電子機器への応用
・家庭用電源用蓄電池
・EV内装頻用電池

落石衝突のDEMモデルと3次元軌跡シミュレーション

西村 　強 （鳥取大学 大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 教授） http://www.cv.tottori-u.ac.jp/

Modeling of Rockfall Impact and 3D Simulation of Trajectories 13：30～14：00

住民の、住民による、住民のための防災情報システム

三浦 房紀 （山口大学 大学院理工学研究科 環境共生系専攻 教授） http://www.earth.csse.yamaguchi-u.ac.jp/index.html

Disaster prevention information system of the community, by the community, for the community 11：50～12：20

二酸化炭素固定化のための二官能性ポルフィリン金属錯体触媒の開発

依馬 　正 （岡山大学 大学院自然科学研究科 機能分子化学専攻 准教授） http://achem.okayama-u.ac.jp/soc/index.html

Development of bifunctional metalloporphyrin catalyst for carbon dioxide fixation 11：20～11：50

ヘテロアレーンを利用した色素増感太陽電池用有機色素の開発

宮碕 栄吾 （広島大学 大学院工学研究院 応用化学専攻 助教） http://home.hiroshima-u.ac.jp/f055406/TakmiyaWeb/Top.html

Development of Organic Dyes having Heteroarenes for Dye-Sensitized Solar Cells 10：50～11：20

炭化水素の直接ハロゲン化触媒

仁科 勇太 （岡山大学 異分野融合先端研究コア 助教） http://www.tt.vbl.okayama-u.ac.jp/

Direct and Catalytic Halogenation of Hydrocarbons 10：20～10：50
全天周画像のフォーマットと特徴抽出

李　 仕剛 （鳥取大学 大学院工学研究科 情報エレクトロニクス専攻 教授） http://www.ele.tottori-u.ac.jp/japanese/labo/device/

Format and feature extraction for full-view image 14：00～14：30

基板埋め込み型高周波導波路を利用した左手系アンテナとミクロ加熱・化学反応器

岸原 充佳 （岡山県立大学 情報工学部 情報通信工学科 准教授）
Left-handed antenna and microwave irradiation structure using substrate-integrated waveguide 14：30～15：00

有機ジスルフィドポリマーの合成とリチウム二次電池用正極活物質への応用

谷藤 尚貴 （米子工業高等専門学校 物質工学科 准教授）
Synthesis of Disulfide Polymer and Its Application for a Cathode Active Material for a Lithium Secondary battery 15：10～15：40

省エネシステム実現のためのLED照明用配光設計シミュレータ
Designing Optimal Distribution Simulator for Saving Energy LED Lighting System 15：40～16：10
山本 真義 （島根大学 総合理工学部 電子制御システム工学科 准教授）

資源循環活用、省エネ・新エネ、電気、情報、防災

省エネ・新エネ、
電　気

省エネ・新エネ、
電　気

省エネ・新エネ、
電　気

新技術説明会では、各新技術の説明後に質疑応答の時間を設けていません。ご質問に
ついては各説明個別の＜相談コーナー＞を別室として用意していますのでこちらでお
願いします。 
＜相談コーナー＞は当日随時受け付けていますので、ぜひご活用下さい。
事前の相談予約については、
『中国地域産学官連携コンソーシアム事務局』までご連絡ください。

中国地域産学官連携コンソーシアム（さんさ
んコンソ）における取り組みや当日発表以外
のシーズをパネル展示などで紹介しますの
で、ぜひお立ち寄りください。

相談コーナー 展　示

関連情報 サンプルの提供可能・外国出願特許あり

関連情報 サンプルの提供可能


